
令和６年度 第２回 学校運営協議会（記録） 

 

◆日 時  令和６年１２月５日（木） １０:００～１２:００ 

◆場 所  本校小中多目的室 

◆参加者  学校運営協議員 １１名 

      本校職員     ４名 

◆議事録 

内 容 発言者 記 録 

１ 日程説明 

２ 挨拶 

３ 副校長自己紹介 

 

 

４ 説明 

○今年度の取り組み 

 

 

 

 

 

○今後の活動への期待と

課題 

 

 

○交流学習の様子 

 

 

○学校予算について 

 

 

 

 

○学校評価の結果報告 

５ 学校見学 

・授業参観 

 

６ 協議 

 

副校長 

校長 

副校長 

 

 

教頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員の方か

ら 

 

・前回の運営協議会後の活動や成果について触れる。 

・１２/１付け着任。旭川近隣校での勤務経験があり、縁を感じている。旭川養護

は地域とのつながりが深い学校という印象を持っている。協力し合って学校運営

にあたっていきたい。 

 

・宿泊行事や文化的行事などは、コロナ以前に近い形で実施することができた。 

・イオンバックヤードツアー、旭山動物園の出張授業、すみれ合唱団･紙睦会との

交流学習・パリパラリンピックの車いすラグビー金メダリスト来校など地域の

方々と連携しながら、幼児児童生徒が貴重な経験をすることができた。 

・地域のお祭りでは、本校の幼児児童生徒の作品を掲示するスペースを設けて、多

くの地域住民の方に本校の教育活動を見てもらうことができた。 

・車いすのまま乗車できる移動支援に関する情報提供や美容室体験などの要望が上

がっている。 

・地域資源の活用、地域とのつながりを１回きりの活動で終わらせるのではなく、

継続したものにしていきたいが、打ち合わせに割く時間が十分にとれない。 

・高台小学校との交流～ゲーム的要素を通した交流 

・春光台中学校との交流～地域ボランティア活動を通した交流 

・永嶺高校との交流～書道を通した交流 

・年間学校運営予算は４千万。この中でやりくりをしている。 

・消耗品費にかかる経費が特にひっ迫している。 

・宿泊学習にかかる経費が高騰している。子どもたちに充実した体験活動を提供で

きるように、道教委には予算増額を申請している。 

 

・保護者、療育センター、療育園、児童生徒から概ね高い評価をいただいた。 

 

・２グループに分かれ、それぞれ中学部と高等部の授業を参観した。 

 

・修学旅行にかかる費用について、子どもたちの活動が縮小されたり、年によって

見学場所に差が出たりしないように、本協議会や PTA連合会からの意見として予



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 次回の予定 

８ 校長挨拶 

９ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副校長 

 

教頭 

校長 

算増額の要求を道教委に働きかけてほしい。 

・今年も２月に夢あかりイベントを実施する。生徒の皆さんにはぜひ取り組んでも

らいたい。 

・訪問販売の要望に応えることは難しいが、スーパーで買い物学習したときには、

養護学校の生徒専用レジを設置することは可能である。 

・学校予算について説明があったが、民間企業の立場からすると、運営予算が年間

４千万というのはあまりにも少なすぎる。これでは何もできない。予算がひっ迫

しすぎると、人の心や安心･安全といったところにひずみが出て事故が起きやす

くなる。十分気をつけてほしい。 

・ニーズがあれば、職業体験の受け入れについて検討の余地はある。 

・地区センターの駐車場にアイスキャンドルを飾ろうと考えている。会場作りは大

変だが生徒の作品を展示したい。 

・公民館のサークル団体との交流など、引き続き協力していきたい。 

・春光台公園の駐車場に歩くスキーのコースやチューブ滑り用の雪山を作る。１月

オープンを予定している。よければ生徒たちに使ってもらいたい。 

・春光台公園内にアイスキャンドル以外でも、飾りたいものがあるなら相談してほ

しい。 

・授業内容がすごく参考になった。先生方が、授業に向けて膨大な時間をかけて準

備をされていることが分かり、感心した。 

・先生方の授業作りに対する労力が過大なのが心配。 

・療育センターでは、コロナが５類に移行してから、ボランティアの受け入れを進

めている。この冬も、自衛隊のそうゆう会に依頼して雪像を作ってもらってい

る。生徒たちにも見てもらいたい。 

 

・これまでの活動の継続と新たな提案があった。整理して引き続き皆さんと連携を

取りながら、地域活性を目指していきたい。 

・次回は２月の開催を検討している。 

・謝辞 

   


